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〜研究参加者の皆様へ〜 

研究課題 

「腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤術後の臀筋跛行における運動療法の介入研究」 

へのご協力のお願い 

 
１.この研究の概要 
【研究課題】 
 腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤術後の臀筋跛行における運動療法の介入研究 
 
【研究機関名及び研究責任者氏名】 
この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示す通りです。 
 研究機関 東京大学大学院医学系研究科 血管外科学講座 
 研究責任者  血管外科 保科克行（データ収集、解析） 

 
【共同研究機関】 
東京大学大学院情報理工学系研究科 知能機械情報学専攻 中村研究室(データ収集、解析) 
 
【研究背景・目的】 
これまでに閉塞性動脈硬化症による間歇性跛行(歩行で足の痛みが出るが、休むと治る)患者
さんにおいて運動療法により歩行能力が改善することが報告されています。 
当科ではこれまでに「閉塞性動脈硬化症による跛行患者に対する運動療法前後での生体力学
解析」という研究を工学部連携のもと行い、歩行運動の情報を評価することで運動療法後に
歩行効率が改善する一つの機序を示すことが出来ました。 
 
 近年腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤の患者さんに対して従来の開腹手術よりも低侵襲なステン
トグラフト内挿術・内腸骨動脈コイル塞栓術を行う症例が増えつつあります。内腸骨動脈を
塞栓することで臀筋跛行(歩行で臀部の痛みが出る)が出現することが知られていますが、こ
のような患者さんを対象に運動療法の介入を行った報告はありません。 
 そこで今回腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤術後の臀筋跛行を呈する患者さんを対象に運動療法
を行い、先の工学部との研究同様に運動療法前後における歩行情報を評価し、最適な運動療
法につなげることを目的とします。 

 
【研究方法】 
(1). 一定期間の運動療法を行う前に、歩行の際の関節角、筋張力等運動データを調べます。
担当医師と同行して工学部で、貴方の歩行データ(モーションキャプチャー・フォースプレ
ートデータ・筋電計・近赤外線分光法)の取得を行います。歩行はトレッドミル(時速 2.4km)
を用いて測定します。 
(2). その後、一定期間の運動療法を行います。一定期間の運動療法とは、歩行・スクワッ
ト・ヒップレイズ(仰臥位・膝立ての姿勢からお尻を浮かせる運動)・自転車エルゴメータ
ーのいずれかもしくは組み合わせて行います。 
(3). 運動療法終了後に再度、歩行の際の関節角、筋張力等運動データを調べます。担当医
師と同行して工学部で、貴方の歩行データ(モーションキャプチャー・フォースプレートデ
ータ・筋電計・近赤外線分光法)の取得を行います。歩行はトレッドミル(時速 2.4km)を用
いて測定します。 
 
２.研究協力の任意性と撤回の自由 
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 この研究にご協力いただくかどうかは、研究参加者の皆様の自由意思に委ねられています。
もし同意を撤回される場合は、同意撤回書に署名し、病棟担当医もしくは、説明担当医に
ご提出ください。なお、研究にご協力いただけない場合にも、皆様の不利益につながるこ
とはありません。研究期間中にご本人の申し出があれば、可能な限り採取した資料（試料）
等及び調べた結果を廃棄します。 

  
 
３.個人情報の保護 
 この研究に関わる成果は、他の関係する方々に漏えいすることのないよう、慎重に取り
扱う必要があります。あなたの人体試料や情報・データは、分析する前に氏名・住所・生
年月日などの個人情報を削り、代わりに新しく符号をつけ、どなたのものか分からないよ
うにした上で、当研究室において厳重に保管します。ただし、必要な場合には、当研究室
においてこの符号を元の氏名などに戻す操作を行い、結果をあなたにお知らせすることも
できます。 
 
４.研究結果の公表 
 研究の成果は、あなたの氏名など個人情報が明らかにならないようにした上で、学会発
表や学術雑誌及びデータベース上等で公表します。 
結果については、個人的なお問い合わせがあった場合、個人的な結果又は全体の結果（も

しくは両方）についてお伝え致します。 
 
５.研究参加者にもたらされる利益及び不利益 
 この研究が、あなたに直ちに有益な情報をもたらす可能性は高いとはいえません。しかし、
この研究の成果は、今後の研究の発展に寄与することが期待されます。したがって、将来、
あなたに治療の面で利益をもたらす可能性があると考えられます。 

 
６.研究終了後の資料（試料）等の取扱方針 
 あなたからいただいた資料（試料）等は、この研究のためにのみ使用します。 
しかし、もしあなたが同意してくだされば、将来の研究のための貴重な資源として、研

究終了後も引き続き保管します。符号により誰の資料（試料）等かが分からないようにし
た上で、使い切られるまで保管します。なお、将来、当該資料（試料）等を新たな研究に
用いる場合は、改めて東京大学医学部倫理委員会の承認を受けた上で用います。 
  
７.あなたの費用負担 
 今回の研究に必要な費用について、あなたに負担を求めることはありません。なお、研
究に参加して頂いた方には謝金を用意させて頂きます。 
 
８.その他 
 この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受けて実施するものです。なお、この
研究に関する費用は、東京大学大学院医学系研究科血管外科学分野の委任経理金から支出
されています。ご意見、ご質問などがございましたら、お気軽に下記までお寄せください。 
 また本研究に関して、開示すべき利益相反関係はありません。 
 

年  月  日 
【連絡先】 

研究責任者：保科克行 
連絡担当者：仁田淳 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 
東京大学大学院医学系研究科 血管外科学講座 

Tel: 03-5800-8653 Fax: 03-3811-6822 


